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(57)【要約】
【課題】簡単かつ安価に得られ、電源ボタンを確実に保
護できる内視鏡の光源装置を提供する。
【解決手段】光源部を内蔵した筺体に電源オンオフ操作
用の押しボタンスイッチを備えた内視鏡の光源装置にお
いて、筺体の外面に形成した開口部の内方にボタン格納
空間を形成し、開口部から突出しないボタン格納空間の
内方位置に押しボタンスイッチを配置した上で、ボタン
格納空間内に進出して開口部側からの押しボタンスイッ
チの押圧操作を阻止する閉位置と、ボタン格納空間から
退避して押しボタンスイッチの押圧操作を許容する開位
置とに動作可能なシャッタ部材を筺体内に設け、ボタン
格納空間に金属製の挿入体が挿入されたとき、該挿入体
との間に作用する磁力によってシャッタ部材を開位置か
ら閉位置に移動させるシャッタ駆動磁石を備えたこと。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源部を内蔵した筺体に電源オンオフ操作用の押しボタンスイッチを備えた内視鏡の光源
装置において、
　上記筺体の外面に形成した開口部の内方にボタン格納空間を形成し、開口部から突出し
ないボタン格納空間の内方位置に押しボタンスイッチを配置し、
　ボタン格納空間内に進出して上記開口部側からの押しボタンスイッチの押圧操作を阻止
する閉位置と、ボタン格納空間から退避して押しボタンスイッチの押圧操作を許容する開
位置とに動作可能なシャッタ部材を筺体内に設け、
　ボタン格納空間に金属製の挿入体が挿入されたとき、該挿入体との間に作用する磁力に
よってシャッタ部材を開位置から閉位置に移動させるシャッタ駆動磁石を備えたことを特
徴とする内視鏡の光源装置。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡の光源装置において、上記シャッタ駆動磁石は、ボタン格納空間の
奥行き方向において筺体の外面と押しボタンスイッチの間に位置させて、該ボタン格納空
間の外側に設けられている内視鏡の光源装置。
【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡の光源装置において、シャッタ部材は、ボタン格納空間の
外側に設けた回転軸を中心として開位置と閉位置の間で往復回動され、上記シャッタ駆動
磁石は、該シャッタ部材の回転軸から径方向に突出された腕部の先端に設けた永久磁石か
らなっている内視鏡の光源装置。
【請求項４】
請求項３記載の内視鏡の光源装置において、シャッタ部材の回転軸に、上記シャッタ駆動
磁石による閉位置方向への磁力が作用しない通常状態でシャッタ部材を上記開位置に保持
させるバランスウエイトが接続されている内視鏡の光源装置。
【請求項５】
請求項１または２記載の内視鏡の光源装置において、シャッタ部材は、ボタン格納空間の
外側に設けた回転軸を中心として開位置と閉位置の間で往復回動され、
　該シャッタ部材の回転軸と一体に回転する軸ギヤと、該軸ギヤに対して回転を与える少
なくとも一つの駆動ギヤを備え、上記シャッタ駆動磁石は、該駆動ギヤ上にギヤ軸から偏
心させて設けた永久磁石からなっている内視鏡の光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の光源装置に関し、特にその押しボタン式の電源スイッチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１のように、内視鏡の挿入部先端に照明光を与えるための光源装置において、
電源のオンオフを行うためのメインスイッチを、筺体の外面に押圧操作可能に設けた押し
ボタンスイッチによって構成したものが知られている。
【特許文献１】特開２００２－１７２０８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この種の内視鏡光源装置の電源ボタンは、指で操作することを前提として設計されてい
るが、操作者が指以外の固い物体を用いて操作して過度な負荷を与えてしまうことがあっ
た。例えば、内視鏡から延設され光源に接続されるコネクタ部には、導光用のライトガイ
ド端部が内挿された光源差し込み突起が設けられているが、この光源差し込み突起によっ
て電源ボタンを押圧操作する事例があった。光源差し込み突起を構成する外筒部は金属で
できており、これを押圧操作手段として用いると、設計上の許容強度を超える力をプラス
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チック製の電源ボタンに加えて破損させてしまうおそれがある。そこで本発明は、簡単か
つ安価に得られ、確実に電源ボタンを保護することのできる内視鏡の光源装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、光源部を内蔵した筺体に電源オンオフ操作用の押しボタンスイッチを備えた
内視鏡の光源装置において、筺体の外面に形成した開口部の内方にボタン格納空間を形成
し、開口部から突出しないボタン格納空間の内方位置に押しボタンスイッチを配置し、ボ
タン格納空間内に進出して開口部側からの押しボタンスイッチの押圧操作を阻止する閉位
置と、ボタン格納空間から退避して押しボタンスイッチの押圧操作を許容する開位置とに
動作可能なシャッタ部材を筺体内に設け、ボタン格納空間に金属製の挿入体が挿入された
とき、該挿入体との間に作用する磁力によってシャッタ部材を開位置から閉位置に移動さ
せるシャッタ駆動磁石を備えたことを特徴としている。
【０００５】
　シャッタ駆動磁石は、ボタン格納空間の奥行き方向において筺体の外面と押しボタンス
イッチの間に位置させて、該ボタン格納空間の外側に設けられていることが好ましい。
【０００６】
　具体的な態様として、シャッタ部材は、ボタン格納空間の外側に設けた回転軸を中心と
して開位置と閉位置の間で往復回動され、シャッタ駆動磁石を、該シャッタ部材の回転軸
から径方向に突出された腕部の先端に設けた永久磁石とした構成が可能である。この場合
、シャッタ駆動磁石による閉位置方向への磁力が作用しない通常状態でシャッタ部材を開
位置に保持させるバランスウエイトを、シャッタ部材の回転軸に接続するとよい。
【０００７】
　開位置と閉位置の間で往復回動されるシャッタ部材の異なる態様の駆動機構として、該
シャッタ部材の回転軸と一体に回転する軸ギヤと、該軸ギヤに対して回転を与える少なく
とも一つの駆動ギヤを備え、該駆動ギヤ上にギヤ軸から偏心させて設けた永久磁石によっ
てシャッタ駆動磁石を構成することも可能である。
【発明の効果】
【０００８】
　以上の本発明によれば、簡単かつ安価な構成で、電源ボタンを確実に保護できる内視鏡
の光源装置が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１ないし図３に光源装置１０の全体構造を示す。光源装置１０の外面を構成する筺体
１１内には、電源部１２、イグナイタ１３、光源ランプ１４、集光部１５、電源スイッチ
部１７が設けられており、筺体１１の前面部側にはスコープ差し込み部１６が設けられて
いる。電源部１２からは光源ランプ１４に給電するためのマイナス側配線１８とプラス側
配線１９が延設されている。イグナイタ１３は、マイナス側配線１８とプラス側配線１９
の途中に設けられ、光源ランプ１４始動用の高圧パルスを発生する。光源ランプ１４の前
後部分には放熱用のヒートシンク２０が設けられ、このヒートシンク２０を支持するヒー
トシンクステー２１を介して光源ランプ１４が筺体１１内に支持されている。集光部１５
は、光源ランプ１４から出射された光をスコープ差し込み部１６側に入射させる集光レン
ズを備えていて、支持脚部２２によって筺体１１内に支持されている。スコープ差し込み
部１６には筺体１１の外部と内部を貫通する筒状の差し込み孔が形成されており、スコー
プ差し込み部１６のうち筺体１１内に挿入された部分が差し込みステー２３によって支持
されている。また、図示していないが、光源装置１０の筺体１１内には画像処理用のプロ
セス回路が設けられ、筺体１１の前面には、スコープ差し込み部１６の近傍位置に、画像
信号を取り込むためのプロセス回路用口金が設けられている。
【００１０】
　光源装置１０は、図６に示す電子内視鏡３０と組み合わせて使用される。電子内視鏡３
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０は、術者によって把持される操作部３１と、操作部３１の先端部から延出され可撓性を
有する挿入部３２と、操作部３１から側方へ延出されたユニバーサルケーブル３３と、ユ
ニバーサルケーブル３３の端部に設けたコネクタ部３４とを有している。コネクタ部３４
からは略平行なプラグ３５と光源差し込み突起３６が突設されており、プラグ３５は、光
源装置１０の筺体１１の前面に設けた前述のプロセス回路用口金に対して挿脱可能であり
、光源差し込み突起３６は、同じく筺体１１前面のスコープ差し込み部１６の差し込み孔
に対して挿脱可能である。
【００１１】
　電子内視鏡３０の挿入部３２の先端部には、対物光学系と照明光学系が設けられている
。対物光学系は撮像素子の受光面上に画像を結像させ、撮像素子で光電変換して得られた
画像信号が、信号伝達ケーブルを介してコネクタ部３４まで送られる。信号伝達ケーブル
の末端部は、コネクタ部３４から突出するプラグ３５に接続しており、プラグ３５を光源
装置１０側のプロセス回路用口金に接続すると、電子内視鏡３０側からの画像信号がプロ
セス回路に入力される。プロセス回路は、入力された画像信号を処理して、観察部位の画
像をモニタディスプレイに表示したり画像記録媒体に記録させたりすることができる。
【００１２】
　電子内視鏡３０内にはまた、挿入部３２先端の照明光学系からコネクタ部３４に亘って
ライトガイドが配設されており、ライトガイドの末端部は、コネクタ部３４から突出する
光源差し込み突起３６に内挿されている。光源差し込み突起３６は、ライトガイドの外側
を金属製の外筒で覆った構造をしており、スコープ差し込み部１６へ光源差し込み突起３
６を挿入した状態では、ライトガイドの端面が集光部１５に対向して位置され、集光部１
５は光源ランプ１４からの光を集光してライトガイド端面に入射させる。これにより、ラ
イトガイドを介して挿入部３２先端の照明光学系に照明光が送られる。
【００１３】
　電源スイッチ部１７は、光源装置１０の電源オンオフを操作する押しボタン式のメイン
スイッチであり、押しボタン部４０と、該押しボタン部４０の後端部に設けたスイッチ部
４１とを有し、スイッチ部４１がスイッチステー４２を介して筺体１１内に支持されてい
る。スイッチ部４１からはリード線４３が延設され、光源装置１０内に設けた不図示の制
御回路に接続している。この制御回路は、画像処理用のプロセス回路や照明用の光源ラン
プ１４を制御するものであり、押しボタン部４０をスイッチ部４１側に向けて押圧するこ
とによりスイッチ部４１に設けたスイッチ接点を作動させ、制御回路を介して光源装置１
０の電源をオンオフさせることができる。電源をオンすると、光源ランプ１４が点灯され
、画像処理装置が起動される。
【００１４】
　図４以下を参照して電源スイッチ部１７の保護構造を説明する。光源装置１０の筺体１
１のうちスコープ差し込み部１６を有する前面部には円形開口（開口部）４５が形成され
ていて、この円形開口４５から筺体１１の内部方向へ向けて円筒状をなすボタン格納部（
ボタン格納空間）４６が形成されている。なお、図１、図２、図４及び図６の各図におい
て、ボタン格納部４６は外形形状ではなく断面形状が示されている。ボタン格納部４６内
には、電源スイッチ部１７を構成する押しボタン部４０が、その前端押圧面４０ａを円形
開口４５側に向けて配置されている。ボタン格納部４６の奥行き方向の中間部分には径方
向に向けて貫通するスリット４７が形成されていて、ボタン格納部４６の内部は、このス
リット４７を挟んで、円形開口４５側の前方空間Ｎ１と、奥側の内方空間Ｎ２とに分けら
れる。電源スイッチ部１７の押しボタン部４０は、スリット４７よりも奥側の内方空間Ｎ
２内に位置している。
【００１５】
　ボタン格納部４６の近傍にはシャッタ部材５０が設けられている。シャッタ部材５０は
、ボタン格納部４６の奥行き方向と略平行に延設された回転軸５１を備え、回転軸５１を
中心として回転可能に筺体１１内に支持されている。回転軸５１の軸線方向の途中位置に
、該回転軸５１を要の位置とした扇形の板状体からなるシャッタ板５２を備えている。シ
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ャッタ板５２は、回転軸５１を中心とした往復回動によってスリット４７を通してボタン
格納部４６内に挿脱され、ボタン格納部４６の外側に位置する開位置（図４、図５）と、
ボタン格納部４６内に挿入されて押しボタン部４０の前方を塞ぐ閉位置（図６、図７）と
に動作可能である。なお、詳細は図示していないが、この開位置と閉位置よりも先へのシ
ャッタ部材５０の回転を規制するストッパ構造を設けることが好ましい。シャッタ部材５
０はさらに、シャッタ板５２を挟む前後位置にシャッタ駆動磁石５３とバランスウエイト
５４を備えている。シャッタ駆動磁石５３は、回転軸５１から外径方向に延設した腕部５
５の先端部に設けられた永久磁石であり、ボタン格納部４６の前方空間Ｎ１の外側に位置
する。バランスウエイト５４は、回転軸５１から腕部５５とは異なる方向に延設した腕部
５６の先端部に設けられており、ボタン格納部４６の内方空間Ｎ２の外側に位置する。
【００１６】
　円形開口４５側からボタン格納部４６内に何も挿入されていない状態では、シャッタ部
材５０は、バランスウエイト５４の重みによって、図５に示すようにボタン格納部４６の
外側にシャッタ板５２を位置させる開位置に保持されている。この状態では、シャッタ板
５２が押しボタン部４０の前方位置に進出していないため、ボタン格納部４６内に指を挿
入して押しボタン部４０の前端押圧面４０ａを押圧操作することが可能である。
【００１７】
　図６のように電子内視鏡３０の光源差し込み突起３６を円形開口４５からボタン格納部
４６内に挿入しようとすると、金属部材からなる光源差し込み突起３６の外筒部と、ボタ
ン格納部４６の前方空間Ｎ１の外側に位置するシャッタ駆動磁石５３との間で磁気吸引力
が働いて、シャッタ部材５０が図５の開位置から図７の閉位置へ向けて回動する。すると
、シャッタ板５２がスリット４７を通過してボタン格納部４６内に進入して押しボタン部
４０の前方を塞ぐ。これにより、図６に示すように光源差し込み突起３６の先端部がシャ
ッタ板５２に当て付いて、光源差し込み突起３６を内方空間Ｎ２内まで挿入させることが
できなくなる。すなわち、光源差し込み突起３６による押しボタン部４０の押圧操作が阻
止される。ボタン格納部４６から光源差し込み突起３６を引き抜けば、バランスウエイト
５４による重量バランスによってシャッタ部材５０は再び開位置へ回動され、シャッタ板
５２がボタン格納部４６の外側へ退避する。
【００１８】
　このように、本実施形態の光源装置１０では、筺体１１の外面（円形開口４５）から奥
まったボタン格納部４６の内方位置（内方空間Ｎ２）に電源スイッチ部１７の押しボタン
部４０を配置し、ボタン格納部４６に対して金属製の突起物である光源差し込み突起３６
を挿入したときには、シャッタ駆動磁石５３の磁力によってシャッタ部材５０を閉位置に
回動させ、押しボタン部４０の前方をシャッタ板５２で閉じてスイッチ押圧操作を阻止す
る。すなわち、シャッタ駆動磁石５３は、光源差し込み突起３６のような金属部材（磁性
体）がボタン格納部４６内に挿入されたことを検知する手段と、これに応じてシャッタ部
材５０を閉位置に回動させる駆動手段を兼ね備えた機能を有している。これにより、金属
探知器や電動駆動機構を要さない簡単かつ安価な構成によって、金属製突起物による押圧
操作から電源スイッチ部１７を確実に保護することができる。
【００１９】
　図８ないし図１０は、シャッタ部材の駆動機構の異なる実施形態を示している。この実
施形態では、先の実施形態と同じ構成部分は同符号で示し、重複する説明は省略する。シ
ャッタ部材６０は、回転軸６１を中心として回動可能に筺体１１内に支持されており、回
転軸６１を要の位置とした扇形の板状体からなるシャッタ板６２を備えている。回転軸６
１には、シャッタ板６２よりも前方（筺体１１の円形開口４５に近い方向）に軸ギヤ６３
が形成されていて、軸ギヤ６３は回転軸６１及びシャッタ板６２と一体に回転する。軸ギ
ヤ６３はアイドルギヤ６４に噛み合い、アイドルギヤ６４はさらに原動ギヤ（駆動ギヤ）
６５に噛み合っている。アイドルギヤ６４と原動ギヤ６５はそれぞれ回転軸６１と平行な
ギヤ軸６４ａ、６５ａを中心として回転される。この原動ギヤ６５から軸ギヤ６３までの
ギヤ列は、ボタン格納部４６の前方空間Ｎ１の外側に位置している。そして、原動ギヤ６
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５の前面側には、ギヤ軸６５ａから偏心した位置に、永久磁石からなるシャッタ駆動磁石
６６が固定されている。また、コイル部が回転軸６１に巻回され、一端部と他端部がそれ
ぞれシャッタ板６２と筺体１１に固定されたトーションばね６７によって、シャッタ部材
６０は図９及び図１０の時計方向へ回転付勢されている。
【００２０】
　円形開口４５側からボタン格納部４６内への挿入物がない状態では、図１０に示すよう
に、シャッタ部材６０は、トーションばね６７の付勢力によって、シャッタ板６２がボタ
ン格納部４６の外側に退避した開位置に保持されている。この状態では、ボタン格納部４
６内に指を挿入して押しボタン部４０の前端押圧面４０ａを押圧操作することができる。
【００２１】
　図８のように電子内視鏡３０の光源差し込み突起３６を円形開口４５からボタン格納部
４６内に挿入しようとすると、金属部材からなる光源差し込み突起３６の外筒部と、ボタ
ン格納部４６の前方空間Ｎ１の外側に位置するシャッタ駆動磁石６６との間で磁気吸引力
が働いて、トーションばね６７の付勢力に抗して原動ギヤ６５が図１０の反時計方向に回
転される。原動ギヤ６５の回転はアイドルギヤ６４を介して軸ギヤ６３に伝えられ、軸ギ
ヤ６３がシャッタ板６２と共に回転軸６１を中心として図１０の反時計方向に回転する。
すると、シャッタ部材６０が図１０の開位置から図９の閉位置に向けて回転され、シャッ
タ板６２がスリット４７を通過してボタン格納部４６内に進入して押しボタン部４０の前
方を塞ぐ。これにより、図８に示すように光源差し込み突起３６の先端部がシャッタ板６
２に当て付いて、光源差し込み突起３６を内方空間Ｎ２内まで挿入させることができなく
なり、光源差し込み突起３６による押しボタン部４０の押圧操作が阻止される。ボタン格
納部４６から光源差し込み突起３６を引き抜くと、シャッタ駆動磁石６６との間に作用し
ていた吸引力が解消され、トーションばね６７の付勢力によって軸ギヤ６３、アイドルギ
ヤ６４及び原動ギヤ６５がそれぞれ回転して、シャッタ部材６０が図９の閉位置から図１
０の開位置に戻る。
【００２２】
　以上、図示実施形態に基づき本発明を説明したが、本発明はこの実施形態に限定される
ものではない。例えば、図示実施形態では回動によって閉位置と開位置に駆動されるシャ
ッタ部材５０、６０を用いているが、回動ではなく直進移動するようなシャッタ部材を用
いることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明を適用した内視鏡の光源装置の筺体内部構造を平面視した図である。
【図２】図１の光源装置の筺体内部構造を側面から見た図である。
【図３】図１の光源装置の筺体内部構造を正面から見た図である。
【図４】図１ないし図３の光源装置において、シャッタ部材が開位置にある状態の電源ス
イッチ部付近の側面図である。
【図５】図４のＡ－Ａ線に沿って示した、開状態でのシャッタ部材の正面図である。
【図６】図１ないし図３の光源装置において、ボタン収納部に対して内視鏡の光源差し込
み突起を挿入し、シャッタ部材が閉位置に移動された状態の電源スイッチ部付近を示した
側面図である。
【図７】図６のＢ－Ｂ線に沿って示した、閉状態でのシャッタ部材の正面図である。
【図８】シャッタ部材の駆動手段をギヤ機構とした第２の実施形態において、ボタン収納
部に対して内視鏡の光源差し込み突起を挿入し、シャッタ部材が閉位置に移動された状態
の電源スイッチ部付近を示した側面図である。
【図９】図８のＣ－Ｃ線に沿って示した、閉状態でのシャッタ部材の正面図である。
【図１０】図９の閉位置から開位置に移動されたシャッタ部材の正面図である。
【符号の説明】
【００２４】
１０　光源装置
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１１　筺体
１２　電源部
１４　光源ランプ
１５　集光部
１６　スコープ差し込み部
１７　電源スイッチ部
３０　電子内視鏡
３１　操作部
３２　挿入部
３３　ユニバーサルケーブル
３４　コネクタ部
３５　プラグ
３６　光源差し込み突起
４０　押しボタン部
４１　スイッチ部
４５　円形開口（開口部）
４６　ボタン収納部（ボタン格納空間）
４７　スリット
５０　６０　シャッタ部材
５１　６１　シャッタ部材の回転軸
５２　６２　シャッタ板
５３　６６　シャッタ駆動磁石
５４　バランスウエイト
６３　軸ギヤ
６４　アイドルギヤ
６５　原動ギヤ（駆動ギヤ）
６７　トーションばね
Ｎ１　前方空間
Ｎ２　内方空間
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